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T-1982を32例(そ の他除外例6例)の 呼吸器系,胆 道系,尿 路系の感染症に使用し,臨 床効果は,

急性気管支炎で1例 著効,2例 有効,細 菌性肺炎で1例 著効,6例 有効,2例 無効,膿 胸を伴った肺炎

の1例 は有効,肺 化膿症の1例 も有効であった。尿路系感染症では急性膀胱炎で3例 有効,慢 性膀

胱炎で4例 有効,3例 無効,急 性腎孟腎炎で1例 著効,3例 有効,慢 牲腎孟腎炎で1例 著効,1例

有効であった。急牲胆嚢炎の2例 は有効であった。呼吸器系感染症の有効率は85.7%,尿 路 系感染

症では81.3%,全 体 では84.4%で あ った。尿路系感染症での細菌の除菌率はE. coli, K. pneumoniae,

P. mirabilts, S. marcescensで100%で あった。P. aeruginosaの 除菌率は33.3%で あった。臨床的副

作用はみられなかった。検査値の異常は本剤投与38例 中白血球数減 少1例,好 酸 球数増加2例,

GOT上 昇1例,GOT,GPT上 昇が1例 にみ られた。

T-1982は 富 山 化学 工 業 ㈱ と科 研 化 学 ㈱ で 開 発 され た

新しいセフ ェム系抗 生 剤 で あ る。 化 学 構 造 上 で は7位 に

methoxy基 を も ってい るの で セ フ ァマ イシ ン系 に 属 し,

3位 にmethylthiotetrazole基 を持 って い る。本 剤 は グ ラ

ム陰性菌 とくにE. coli, K. Pneumoniae , Indole(+)Proteus,

Indole(-)Proteus , S. marcescensお よびH. influenzaeに 対

する抗菌力は,CEZ, CMZ, CPZに 比 べ て,ま たCitrobacter

freundii, Enterobacter speciesに 対 して もCEZ ,CMZに 比

べて優れ た抗菌 力 を示 し
,CPZと 同等 の抗 菌 力 を 示 す と

されている。 また嫌 気 性 菌 で あ るBacteroides fragtlisに

対してはCMZと ほ ぼ 同等 の抗 菌 力 を示 す と報 告 さ れ て

いる。 さらに7位 に 斑ethoxy基 を持
って い る の で β-lac-

tamaseに 対 して安定 で あ る
。

著者 らは本 剤 を38例 の 呼 吸 器 系 ,胆 道 系,尿 路 系 の感

染症症例 に投 与 し,以 下 の 結 果 を 得 た の で 報 告 す る。

I.対 象 お よ び投 与 方 法

対象患者 は弘 前 大学 医 学 部 第 三 内科 関 連 施 設 に 入 院 し

ている呼吸器系 感 染症17例
,胆 道 系感 染 症3例,尿 路 系

感染症18例 め 合計38例 で あ る
。 この う ち感 染 症 状 の明 ら

かでない4例,お よびPAP,マ イ コプラズマ肺炎の計6

例は効果判定から除外し,副 作用の集計にのみ用いた。

呼吸器系感染症の うちわけは,急 性気管支炎3例,細 菌

性肺炎9例,細 菌性肺炎に膿胸の合併 した症例が1例,

肺化膿症1例,PAP1例,マ イコプラズマ肺炎1例 であ

る。重症度は軽症9例,中 等症6例,重 症1例 であった。

基礎疾患としては5例 にみられ,冠 不全,気 管支拡張症,

心房細動,慢 性気管支炎,陳 旧性肺結核であった。胆道

系の感染症は2例 とも急性胆嚢炎で,基 礎疾患 として1

例に肝内胆管結石と肝硬変症がみ られた。尿路系の感染

症は急性膀胱炎3例,慢 性膀胱炎7例,急 性腎孟腎炎4

例,慢 性腎孟腎炎2例 であった。基礎疾患としては糖尿

病,ヘ バ トーマ,OPCA,脊 髄炎,Shy-Drager症 候群,

パーキンソン病,脳 梗塞,高 血圧,鉄 欠乏性貧血が見 ら

れた。

年齢は21歳 か ら89歳 までであったが,60歳 以上の高齢

者は呼吸器系感染症で10例,尿 路系感染症で6例 であっ

た。呼吸器系感染症症例では高齢者が多かった。男女比

は呼吸器系感染症では5:3,尿 路系感染症では5:11
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Table 2 Results of clinical investigations of 32 cases treated with T-1982

(Except mycoplasma pneumonia and P. A. P.)

Table 3 Bacteriological effect of T-1982

(Respiratory tract infection)

で全体では8:9で あった。

呼吸器系感染症では1gを1日2回 投与例が多く,0.5

gを1日2回 投与例は1例,1gよ り2gに 変更したもの

が1例,2gよ り1gに 変更したものが1例 あった。投与

日数は3日 より27.5日 であった。胆道系感染症では1g

を1日2回,5～6日 間投与した。尿路系感染症では0.5

gを1日2回 が4例,0.5gか ら1gに 変更した もの1例

19を1日2回 が11例 であった。投与日数は3～14日 間で

あった。投与方法は静注あるいは1時 間点滴であった。

効果の判定は呼吸器系感染症では発熱,咳 嗽,喀 痰な

どの臨床症状,胸 部X-P,血 沈,白 血球数,CRP値 な

どから臨床効果を,ま た喀痰中細菌の消長は別に判定し

た。また,寒 冷凝集反応,マ イコプラズマ抗体の検索を

行なった。尿路系感染症では発熱,排 尿痛などの臨床症

状,白 血球数,尿 所見,尿 中細菌の消長などにより判定

した。

II.臨 床 成 績

1)臨 床効果

各症例の概要をTable 1に 示 した。個々の症例につい

Table 4 Bacteriological effect of T-1982
(Urinary tract infection)

ての検討は省略する。

疾患別臨床効果をTable 2に 示 した。セブェム系抗生

剤が無効 ときれているPAP,マ イコプラズマ肺炎の症例

No.15,16を 臨床的効果判定から除外した。尿路系感染

症例では本剤がほとんど無効ときれているP.aeruginosa

による感染例 も含めて集計 した。

呼吸器系感染症は,3例 の急性気管支炎で著効1例,

有効2例 であった。9例 の肺炎では著効が1例,有 効が

6例,無 効が2例 であった。肺炎 と膿胸の合併症の1例,

肺化膿症の1例 ではそれぞれ有効であうた。呼吸器系感
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Table 5-1 Sensitivity distribution of clinical isolates 

(Inoculum size : 106cells/m1)

染症の有効率は85.7%で あった。

尿路系感染症は,急性膀胱炎の3例 では3例 とも有効,

7例の慢性膀胱炎のうち4例 が有効で,3例 が無効であ

った。急性腎孟腎炎の4例 では著効1例,有 効3例 であ

った。2例 の慢性腎孟腎炎では著効1例,有 効1例 であ

った。尿路系感染症の有効率は81 。3%で あった。

急性胆嚢胆道炎の2例 では2例 とも有効であった。

全体の有効率は84.4%で あった。

2)細 菌学的効果

本剤による呼吸器系感染症の細菌学的効果をTable3

に示した。起炎菌と考えられるものは 況fπfZuemaeが4

例に,K. oxytocaが1例 ,K. pneumoniaeが1例 に検出

きれ,い ずれも本剤投与後に消失していた。症例No.13

では本剤投与後に喀疾からP. aeruginosaが 検 出された
。

本剤による尿路系感染症の細菌学的効果をTable4

に示した。acoltは8例 に
,K. pneumoniaeは3例 に,鼠

marcescens, P. mtirabilisは2例 に,E. aerogenes, E. her-

bieola, P. vulgaris, P. morganii, P. rettgeri, S. liquefa-

oie"3がおのおの1例 にみ られたが,本 剤投与後にすべて

消失した。P. aeruginosaは3例 にみ られたが,本 剤投与

後 も2例 に残存した。S. faecalisは1例 にみられたが,

本剤投与後に残存 した。尿路系感染症の本剤による除菌

率は88.0%で あった。なお本剤投与後にS. marcescens

(108),Achromobacter(108), A. lwoffiお よびCandfda

(108,2例)が 出現した。

各症例か ら分離された起炎菌に対するT-1982,CEZ,

CMZ,ABPCのMICの 比較をTable5に 示 した。108/

ml接 種 でS. faecalisは1株 のみであるが,T-1982の

MICは100μg/ml以 上 であった。且colfは6株 で,

T-1982のMICはCEZ,CMZ,ABPCに 比べて著明に

す ぐれていた。K. pneumoniaeは2株 で,本 剤のMIC

は他剤に比べてす ぐれてお り,H. in fluenzaeは4株 で,

本剤のMICはCEZ,CMZに 比べてす ぐれてお り,ABPC

と同程度であった。K. oxytoca, P. mirabilis, S. marces-
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Table 5-2 Sensitivity distribution of clinical isolates
(Inoculum size: 108cells/ml)

censは それぞれ1株 ずつであったが,本 剤のMICは 他

剤のそれに比べてす ぐれていた。106cells/m1接 種でも

108cells/ml接 種 とほぼ同様の結果であった。

3)無 効例の検討

呼吸器系感染症のうち,本 剤投与無効は急性肺炎の2

例であった。症例No6は 両 下肺野 に肺炎病巣が存在

し,本 剤を6日 間投与したが,下 熱がみられず,白 血球

数増加 も改善されず,そ の後セフメタゾール,エ リスロ

マイシン投与で改善されている。症例No12は 陳 旧性肺

結核に合併した肺炎で,本 剤投与を6日 間行なって も下

熱せず,CRPも 改善されず,セ フメタゾールに変更して

改善されている。

尿路系感染症のうち慢性膀胱炎は7例 で,そ のうちの

5例 に神経因性膀胱が存在し,留 置カテーテルが施行 さ

れていた。5例 のうち3例 が臨床的効果無効であった。こ

れ らの無効例の起炎菌は,症 例No.24で はE.herbicola,

E.aerogenes,P.aeruginosaで,本 剤投与後にP.aerugi-

nosaが 残存 し,No.25で はP.aeruginosaが 本剤投与前

に見られ,投 与後にAchromobacterに 菌交代していた。

No.26の 起炎菌はRmor8anii,Evulgaris,Rrettgeri,

Raeruginosaで,本 剤投与後にA.lmoffi,Raeruginosa

がみ られた。以上の臨床的効果無効例の他に本剤投与後

に108以 上 に細菌のみ られたものは症例No.20で,S.

faecalisが 残 存した。

III.副 作 用

T-1982投 与 による臨床的副作用はみられなかった。

本剤投与前後の臨床検査値をTable6に 示 した。白血球

数は本剤投与前に増加していた症例の多くは投与後正常

値に戻っていた。症例No.6,28,35で は本剤投与後で

もなお軽度に高値であった。症例No10,23で は本剤

投与後に白血球数が軽度に上昇し泥が,こ れはHtの 上

昇によるものと考えられる。症例No7で は本剤投与後

に白血球数の減少がみられた。これは本綱によるものと

考えられる。好酸球数の増加が症例No,21,35で みら
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れた。赤血球数,血 小板数,Hb,Htの 明 らかな減少はほ

とんどみ られなかった。本剤投与後にBUNの 上昇が症

例No.33で み られたが,基 礎疾患 として肝硬変症があ

って,本 剤投与中に食道静脈瘤の破裂があって消化器へ

の出血がお こり,そ のためBUNが 上昇したと考えられ

る。血清クレアチニンの増加はみられなかった。本剤投

与後,症 例No.9で は 血清GOT,GPTの 上 昇が,症

例No.22で はGOT軽 度 上昇がみられ,本 剤によるもの

と考えられる。A1-P,血 清 ビリルビンの上昇はみられな

かった。

以上のことから本剤による検査値の異常は白血球数減

少1例,好 酸球増多2例,GOTの 上昇1例,GOT,GPT

の上 昇1例 にみられ,検 査値異常の発現率は13%で あっ

た。

IV.考 案

T-1982は7位 にmethoxy基 を もっているので,β-

lactamaseに 安定な抗生剤であり,ま た,methylthio-

tetrazole基 を持っているため,グ ラム陰性菌に対する

抗菌力が増強 されている。 しかし,グ ラム陽性菌,と く

にS.aureus,S.epidermidis,Sefaecalisに 対 して抗菌力

が劣っている。また,methylthiotetrazole基 を持って

いるため,本 剤投与時に飲酒するとアンタビュース様の

症状が出現する可能性がある。本剤は体内から大部分が

未変化体のまま尿中および胆汁中に高濃度に排泄される

とされている1)。

著者らは本剤を呼吸器系感染症14例,尿 路系感染症16

例,胆 道系感染症2例 計32例(そ の他効果判定から除外

した例6例)に 投与して以下の成績をえた。呼吸器系感

染症では14例 中著効2例,有 効10例,無 効2例 で,有 効

率は85.7%を えた。基礎疾患のある症例の有効率は83,3

%,基 礎疾患のない症例では87.5%で あった。尿路系感

染症では16例 中著効が2例,有 効が11例,無 効が3例 で,

有効率が81.3%で あった。基礎疾患のある症例では75%

の有効率で,な い症例では100%の 有効率であった。胆

道系感染症では2例 とも有効であった。全体の有効率は

84.4%で,基 礎疾患のある症例では78.9%,基 礎疾患の

ない症例では92.3%の 有効率であった。第29回 日本化学

療法学会西日本支部総会におけるT-1982の 新薬シンポ

ジウムでの内科領域の検討では,有 効率は80.5%で,基

礎疾患のあるものでは76.3%,な い ものでは90.4%と 報

告している。このことは著者 らの結果と同じであつた。

同新薬シンポジウムでの内科系領域における細菌学的効

果は,グ ラム陽性菌ではS.aureus,S.epidermidis,S.

Pneumoniaeで す ぐれた成績を示している。しかし,乱

faecalisそ の他のグラム陽性菌では菌消失率が低かつ
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た。一方,グ ラム陰性 菌 で は,K.Pnmmoniae,E.coli,

H.influenzae,Enterobacter, P.mirabilis, S.marcescens

にす ぐれた除菌 率 を 示 し て い た。P.aeruginosaに 対 し

てはやや劣 って いた 。全 体 で の 菌 消 失 率 は86.2%と す ぐ

れた成績 を示 して いた。 著者 らの 除 菌 率 もE.coli, K.

pnenmoniae,P.mirabilis,S.marCescensで す ぐれ た 成 績

を示し,全 体 で の菌 消失 率 は90.3%で あ っ た。

一方,本 剤 の副 作用 発 現 頻 度 は 新 薬 シ ン ポ ジ ウ ムで の

内科系,外 科 系 を合 わ せ た もの で2.1%(1,216例 中26例)

と少ない。 この うちで 主 な も の は 発 疹(0.9%),下 痢

(α41%),発 熱(α41%)と され て い る。 臨 床 検 査 値 異

常は4.2%の 発現 率 で,特 に他 の セ フェ ム系 抗 生 剤 に比

べて多 くな く,そ の主なものはGOT,GPT上 昇,好 酸

球増多であった。著者 らの症例では副作用はみられず,

臨床検査値の異常が,GOTあ るいはGOT,GPT上 昇が

2例 に,好 酸球増多が2例,白 血球数減少が1例 にみら

れた。

以上T-1982は 有効率が高 く,除 菌効果 もす ぐれ,副

作用が少な く,臨床検査値の異常 も少なく,セ フェム系抗

生剤のうちです ぐれた有用性を示す ものと考えられる。
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To evaluate the clinical efficacy of T-1982, the treatment was made with the drug in 32 patients,

including 9 with acute pneumonia, 3 with acute bronchitis, 1 with acute pneumonia with pyothorax, 1

with lung abscess, 4 with acute pyelonephritis, 2 with chronic pyelonephritis, 3 with acute cystitis, 7 with

chronic cystitis and 2 with acute cholecystitis . Responses were excellent in 4 patients, good in 23 and poor
in 5. Of the 38 patients , 5 patients showed the following abnormal laboratory findings after the treatment;
temporal elevation of S-GOT , or S-GOT and S-GPT in each 1 case, temporal elevation of eosinophile in
2 cases and temporal leukopenia in 1 case .


